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少子化対策の一環

として妊産婦検診

の無料拡大を望む

公
明
党　
　
　
　
　

出
口
け
い
子

　

問　

妊
産
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、
妊
娠

前
期
、
後
期
で
二
回
分
が
無
料
と
な
っ
て

い
る
が
出
産
ま
で
に
か
か
る
費
用
は
十
二

万
円
ほ
ど
に
な
り
、
若
い
夫
婦
世
帯
に
は

負
担
感
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
国
は
平
成
十
九
年
度
、
少
子
化
対
策

の
単
独
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
倍
額

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も

無
料
健
診
を
拡
大
し
、
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。
ま
た
、
妊
娠
初

期
の
人
が
妊
産
婦
で
あ
る
こ
と
が
周
囲
に

判
る
よ
う
、
鉄
道
駅
な
ど
で
配
ら
れ
て
い

る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
を
母
子
手
帳

を
渡
す
際
、一
緒
に
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、
育
て

る
た
め
に
は
、
健
康
な
母
体
で
あ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
妊
娠
中

の
定
期
的
な
健
康
診
査
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
妊
婦
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、

県
内
十
五
市
の
自
治
体
で
構
成
し
て
い
る

神
奈
川
県
都
市
衛
生
行
政
協
議
会
と
神
奈

川
県
産
科
婦
人
科
医
会
と
で
委
託
契
約
を

し
、
広
域
的
に
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
無

料
健
診
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
協

議
会
の
動
向
を
踏
ま
え
、対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
妊
産
婦
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
こ

と
を
マ
ー
ク
に
し
た
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
」
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

他
に
「
商
業
の
振
興
に
つ
い
て
」を
質
問
）

通
学
路
の
カ
ラ
ー
塗
装
そ
の

実
施
状
況
と
今
後
の
計
画
は

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

中
野　

昌
幸

　

問　

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の

通
学
路
の
う
ち
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
道
路
の
路
側
帯
を
カ
ラ
ー
化
す
る
取

り
組
み
が
昨
年
度
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

歩
行
す
る
部
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

児
童
の
安
全
通
学
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の

安
全
歩
行
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ラ

ー
化
は
昨
年
十
二
月
の
時
点
で
は
、
各
小

学
校
の
中
心
か
ら
半
径
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
内
を
対
象
に
実
施
し
た
と
の
説
明
だ
っ

た
が
、
現
在
の
実
施
状
況
と
今
後
の
計
画

は
ど
う
か
。
ま
た
、
既
存
の
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
の
文
字
や
交
差
点
マ
ー
ク
な
ど
の
補

修
は
順
次
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
経
年
劣

化
や
磨
耗
の
た
め
消
え
て
い
る
個
所
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

答　

道
路
の
カ
ラ
ー
化
は
、
児
童
の
交

通
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
通
学
路
の

外
側
線
内
を
グ
リ
ー
ン
に
塗
装
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
、
各
小
学
校
の
半
径
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を

対
象
に
、
路
線
数
一
三
四
、
延
長
二
・
七

キ
ロ
、
塗
装
面
積
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

実
施
し
た
。
来
年
度
は
、
小
学
校
の
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
以
外
の
通
学
路
や
児
童
館
、

保
育
園
、
幼
稚
園
の
周
辺
ま
で
対
象
区
域

を
拡
大
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
消
え
て
い
る
路
面
表
示
の
う
ち
、
今

年
度
通
学
路
を
カ
ラ
ー
化
し
た
区
域
内
は
、

併
せ
て
再
塗
装
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の

区
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
何
カ
所
か
ま

と
め
て
補
修
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

市
民
が
手
を
つ
な
ぎ
合
え
る

心
の
か
よ
う
温
か
い
綾
瀬
に

日
本
共
産
党　
　
　

上
田　

祐
子

　

問　

国
保
税
値
上
げ
の
際
、
加
入
者
と

未
加
入
者
の
不
公
平
感
を
い
つ
も
理
由
に

し
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
は
、
定
年
後

に
は
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
市
民
に
か
か
わ
る
制
度
で
は
。ま
た
、

生
活
保
護
基
準
以
下
で
暮
ら
す
世
帯
に
も
、

多
大
な
国
保
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
実
情

に
目
を
向
け
、
減
免
制
度
を
活
用
す
べ
き

で
は
。
ポ
イ
捨
て
へ
の
罰
則
や
通
報
窓
口

設
置
は
、
市
民
の
監
視
、
敵
対
に
つ
な
が

る
危
険
が
あ
る
。
市
民
同
士
の
理
解
を
深

め
る
調
整
力
を
市
職
員
が
発
揮
す
べ
き
で

は
。
東
名
イ
ン
タ
ー
は
、
説
明
会
で
、
ほ

ぼ
す
べ
て
を
占
め
た
危
惧
の
思
い
を
積
み

残
し
進
ん
で
は
、
市
民
の
分
断
に
つ
な
が

る
た
め
、
再
考
す
べ
き
で
は
。

　

答　

国
民
健
康
保
険
は
、
基
本
的
に
、

定
年
後
、
再
就
職
し
な
け
れ
ば
加
入
す
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
国
保
税
の
負
担
の

あ
り
方
で
は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が
急

務
と
い
わ
れ
る
中
で
、
改
善
の
必
要
が
あ

る
も
の
は
、
国
へ
要
求
し
て
い
く
。
併
せ

て
減
免
も
、
実
情
を
理
解
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。
市
職
員
が
発
揮
す
べ
き
調

整
力
で
は
、
職
員
に
は
通
常
の
職
務
に
加

え
て
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
や
市
民
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
東
名
イ
ン
タ
ー
は
、
市

民
憲
章
に
あ
る
「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、

〝
明
る
い
〞
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
」
を
は

じ
め
と
す
る
、
五
つ
の
基
本
目
標
の
実
行

を
使
命
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

元気な高齢者づく

りには地域福祉の

見直しが必要では

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

近
藤　

秀
二

　

問　

平
成
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
も

保
険
財
政
の
大
幅
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、

こ
の
状
況
が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
危
機

感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
私
た
ち
が
今

や
る
べ
き
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
で
あ
り
、
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
と

地
域
福
祉
の
推
進
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

将
来
の
財
政
状
況
や
人
と
し
て
の
生
き
方

の
健
全
性
の
た
め
、
病
気
に
か
か
ら
な
い

実
効
性
の
あ
る
地
域
医
療
に
根
差
し
た
施

策
の
展
開
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
地
域
福
祉
の
あ
り
方
な

ど
の
施
策
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

答　

高
齢
化
が
進
む
中
、
社
会
保
障
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
姿
を
念
頭
に

置
い
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
医
療

制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
が
大
規
模

な
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
予
防

面
で
は
、
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
の
特

定
健
診
や
保
健
指
導
の
実
施
を
医
療
保
険

者
に
義
務
付
け
る
な
ど
大
き
な
変
革
が
あ

る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
地
域
の

医
師
会
等
と
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
地
域

福
祉
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、

ま
ず
は
、
現
在
あ
る
施
設
や
人
材
、
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
資
源
を
十
分
生
か
し
た
い
。

（
他
に
「
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
」
「
Ｉ

Ｔ
を
使
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
」
「
子
ど

も
の
思
い
出
づ
く
り
」
「
綾
瀬
か
ら
大
和

市
へ
の
道
路
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
」
「
地

球
温
暖
化
対
策
」
を
質
問
）

郷土綾瀬の将来都

市像実現に向けて

の取り組み状況は

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ　

石
井　

麒
八
郎

　

問　

本
市
は
、
大
型
商
業
施
設
の
出
店

等
に
よ
る
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
計
画
の
推
進
、

都
市
計
画
道
路
寺
尾
上
土
棚
線
の
四
車
線

化
な
ど
、
目
に
見
え
る
形
で
都
市
機
能
を

備
え
て
き
た
。
地
域
経
済
の
発
展
に
は
、

都
市
基
盤
整
備
は
最
優
先
事
項
と
考
え
る
。

ま
た
、
「
新
時
代
あ
や
せ
プ
ラ
ン　

」で
、

２１

将
来
都
市
像
を
「
緑
と
文
化
の
薫
る
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち
あ
や
せ
」
と
定
め
、
綾
瀬
の

資
質
を
活
か
し
な
が
ら
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
ふ
れ
あ
い
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
五
項
目
を
行
政
経
営

の
柱
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
発
展
、
成
熟
が
進
む
中
で
、
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答　

本
市
は
、
都
市
基
盤
や
公
共
施
設

の
整
備
が
進
み
、
着
実
に
都
市
と
し
て
発

展
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
「
新
時
代
あ
や

せ
プ
ラ
ン　

」
の
前
期
基
本
計
画
は
、
十

２１

年
の
計
画
期
間
の
う
ち
六
年
が
過
ぎ
、
残

り
四
年
間
の
事
業
と
し
て
、
五
つ
の
柱
を

立
ち
上
げ
、
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。
こ

の
実
施
計
画
に
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
う
誘
導
す
る
か
と
い
っ
た
内
容
を
盛

り
込
み
、
都
市
基
盤
整
備
に
と
っ
て
重
要

な
期
間
に
な
る
も
の
と
認
識
す
る
。ま
た
、

地
域
主
権
の
確
立
に
向
け
て
、
執
行
重
視

の
行
政
運
営
か
ら
、
成
果
重
視
の
行
政
経

営
に
転
換
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
職

員
の
意
識
改
革
や
行
財
政
改
革
を
進
め
な

が
ら
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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